




詩
人
骨
bu-回
〔大
道
会
摂
必
盛
況
裏
v
b
終
=
え
る

日

参
拝
者
は
陰
の
力
に
後
押
し
さ

れ
な
が
ら
、
清
々
し
く
行
じ
ら
れ

た
よ
う
だ
。
全
員
、
今
回
の
摂
心

会
で
得
た
も
の
は
多
い
。

(
S
・I
)

平成 26年 10月 1

今
回
は
僧
堂
建
立
の
発
願
の
も

と
着
々
と
準
備
に
入

っ
て
お
ら
れ

る
加
藤
英
徳
師
が
常
住
さ
れ
て
い

る
京
丹
後
市
網
野
町
木
津
の
龍
献

寺
で
行
わ
れ
た
。

四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
五
日

ま
で
の
期
間
、
全
国
各
地
よ
り
志

を
同
じ
く
す
る
人
達
二
十
名
近
く

相
集
い
、
五
月
晴
れ
の
清
々
し
い

薫
風
の
戦
ぐ
な
か
で
粛
々
と
行
な

わ
れ
た
。

りじだよ

。
摂
心
会
を
支
え
た
陰
の
力

A'

H

檀
信
徒
の
皆
さ
ん

ω摂
心
会
に
積
極
的
に
参
加

総
代
は
じ
め
役
員
、
日
曜
参

禅
会
の
方
々
、
中
学
生
ま
で
ふ

く
む

一
般
の
町
民
は
忙
し
い
時

間
を
割
い
て
参
加
者
と
同
じ
く

積
極
的
に
黙
々
と
行
じ
ら
れ
た
。

凶
応
量
器
を
使

っ
た
行
鉢
に
も
挑

戦
さ
れ
た
。

同
中
食
と
薬
石
の
副
食
を
供
養
さ

れ
た
婦
人
方

今
回
は
地
元
の
岡
田
地
区
と

加
茂
地
区
の
檀
家
さ
ん
が
各
々

交
代
で
期
間
を
通
し
て
、
地
元

の
旬
の
食
材
を
活
か
し
た
料
理

を
ふ
ん
だ
ん
に
ご
添
菜
さ
れ
た
。

』つよき』つ!ま第 71号

。
初
め
て
の
坐
禅
東
京
嵯
峨
根
素
子

五
月

一
日
か
ら
五
日
ま
で
、
何

も
考
え
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
坐

っ

て
い
る
こ
と
に
、
満
足
し
て
帰
り

ま
し
た
。

薄
暗
い
坐
禅
堂
の
中
で
心
を
無

に
し
て
坐
っ
て
い
ま
す
と
、
暫
く

し
て
頭
の
中
の
無
意
識
の
中
の
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
動
き
だ
し
て
、

あ
わ
て
て
目
を
パ
チ
パ
チ
し
ま
す

と
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
無

に
、
そ
の
繰
り
返
し
で
、
足
も
し

び
れ
、
鼻
の
頭
が
痔
く
な
っ
て
も

じ
っ
と
我
慢
し
て
い
ま
し
た
。
蛙

の
鳴
き
声
や
、
フ
ク
ロ
ウ
の
鳴
き

声
は
今
も
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

お
堂
の
床
掃
除
、

草
取
り
等
、
終

っ

た
後
は
清
々
し
く
、
お
食
事
も
美

味
し
く

一
口

一
口
噛
み
し
め
て
頂

き
ま
し
た
。
毎
日
の
食
事
は
、
新

鮮
な
旬
の
お
野
菜
を
料
理
し
て
、

届
け
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
檀
家
の

方
々
だ
と
あ
と
で
知
り
ま
し
た
。

皆
様
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八〉
永
く
て
短
い
一
週
間

檀
家
吉
岡
一
愛
子

お
い
し
い
も
の
と
思
い
な
が
ら
、

や
っ
ぱ
り
年
寄
り
の
す
る
も
の
だ

と
思
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
の
日
に
、
好
美
さ
ん
宅
に

用
事
も
別
に
な
い

の
に
行
き
ま
し

た
ら
、

三
人
の
女
の
人
が
居
ら
れ

ま
し
た
。
裏
山
に
登
ろ
う
と
し
て

い
た
ら
し
く
、
そ
れ
が
た
ま
た
ま

お
寺
の
摂
心
会
に
来
て
お
ら
れ
る

人
達
だ

っ
た
の
で
す
。
好
美
さ
ん

宅
で
五
人
が
い
ろ
い
ろ
話
し
合
っ

た
り
、

笑
い
合
っ
た
り
、

本
当
に

不
思
議
な
こ
と
で
し
た
。

山E

影参
拝
者
の
官主=

F 

「よ
さ
」
を

見
つ
け
ま
し
ょ
う
会

(
岐
車
県
山
県
市
)

初
め
て
関
連
地
域
現
地
研
修
を

計
画
し
た
と
こ
ろ
、
大
勢
の
皆
さ

.
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。と
は
言
え、

日
大
型
最
強
の
台
風
八
号
が
猛
威
を

一
振
る
い
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。

.
皆
さ
ん
の
切
な
る
願
い
が
届
き
、

.
七
月
十

一
日
八
時
福
井
県
大
野
市

川

へ
向
け
て
出
発
出
来
ま
し
た
。

…

宝
慶
寺
に
着
く
と
、
雲
水
の
皆

川
さ
ん
が
笑
顔
で
迎
え
て
い
た
だ
き
、

日
鎌
倉
時
代
中
期
に
伊
自
良
氏
の
援

日
助
で
創
建
し
た
こ
と
、
厳
し
い
修

日
行
の
中
で
「
人
間
と
し
て
生
き
る

.
と
は
何
か
」
を
問
わ
れ
る
こ
と
、

い
さ
ら
に
国
重
文
の
道
元
禅
師
の
頂

'
相
な
ど
寺
宝
を
拝
見
す
る
な
ど
、

.
感
動
の
連
続
で
し
た
。
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三千礼拝行募集

1 1月22日∞-----24日体)
募集 11月15日まで 15名 (一般可)

上山は21日陰:) 20時まで

画首座法戦式 24日午後

お寺に来る犬その9
(1)子犬の里親あらわる
シロの二度目の出産で、空家の縁の下

から救出したころころの玉のような子犬。
山内の者達の布施によるミルクですくす

くと育っていくのが自に見えました。そ

して、 1週間もすると目が見え始めたの
か、よちよち募き始めたのです。 山内の

者について歩き、甘えが見えてきました。
今のうちに里親を探さねばという強い

思いがみんなの脳裏をかけめぐりました。
天気のよい日にはおりに入れて、本堂の
入口近くに置いて参拝者の気を引くよう
にしました。もちろん里親募集のはり紙

もいっしょです。

2週間も経ったで 倍付作Z
-， 

業者のお一人が里親 忍 35兜認
した。家族全員で待ーか?守色宝、将〉
っているということ ー司 V 

で、私達はうれしいやらさびしいやら複
雑な思いで、見送ったのでした。ああ、会

いたい !と，思っている昨今です。

(2)もう一匹本当はいた!
(次号へ)
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山
内
田
鑑
よ
り

平成 26年 10月 1

五{
五
月日}

第
八
十
七
回
大
道
会
摂
心

最
終
日

銀
杏
峰
山
開
き

配
役
行
茶

楕
厳
会
啓
建

八七六

日日日

法話

五 卜二世i櫛道恵光大和尚五十回忌逮夜訊経

開山特為献湯(お逮夜)

薬石(夕食)

琉球民謡奉納

大施食会/万灯会 (みたままつり)

14: 00 

15 : 00 

村山木玄師
(兵庫県江月寺住職・ 宝慶寺役寮)

17 : 00 

17 : 30 

18 : 30 

⑨ 講師

「日本列島自転車巡拝記」

10月12日(日) 施主供養

五十二世聯道恵光大和尚五十回忌正当訊経

閉山忌正当識経/111門施食会/祝膳
. ，且
て ‘ .. .持えも日ム SY4』 ¥ 

宅暗号VF養をご希望の方は早めF報 誌きGio*翻ご希望ぬ方も軍司にご連絡下さい。
0・く〉 送迎車があります0・0

越前大野駅→(三番通り)新鮮館→イトウ文具庖前→(木本)元宇野商庖前→宝慶寺

11日[12:30発][14:00発]の2使 12日[8:00発]の1便

⑨ 演題

9 : 00 

10 : 00 

10月11日(土)

JV 
九

日

十
四
日

入
制
土
地
堂
念
語

入
制
の
拝

福
井
永
正
寺
ザ
ニ
行
様

二
十
名
団
参

福
井
市
美
山
中
学
校
様

二
十
六
名
団
参

奉
賛
会
総
会

十

日

二
十
五
日

{
六
月
}

六

日

台
湾
よ
り
十
八
名
団
参

~ 

九

日

十

日

十

日

十

日

希望者はご連絡下さい。 (TEL0779-65-8833)

お帰りは両日とも全日程終了後、 宝慶寺出発致します。都合により、早めにお帰りになりたい

方は応相談。

'司・F

二
十
二
名
団
参

十
六
日
大
野
阪
(
〈
口
元
気
サ
ロ
ン
様

十
六
日
j
十
八
日

福
井
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
様

二
泊
三
日
社
員
研
修
会

(九
名
)

二
十
二
日
フ
ラ
ン
ス
よ
り
参
禅

三
名
様

二
十
三
日

1
二
十
七
日

{
七
月
}

三

日

年
金
受
給
者
協
会
坂
井

支
部
様
四
十
名

日
・
篠
座
保
育
園
・
上
庄
保

育
園
様
二
十
四
名
参
禅

.
福
井
木
田
高
齢
者
大
学

三
+
四
名
団
参

・
兵
庫
県
第
二
宗
務
所

第
三
教
区
よ
り
四
十
名

目
ナ
ル
ク
福
井
様

四
十
五
名
団
参

十
一
日
岐
阜
県
山
県
市
の
よ
さ
を

見
つ
け
ま
し
ょ
う
会
様

七
十
七
名
団
参

十
八
日

1
二
十
一
日

夏
期
集
中
講
義

首
座
法
戦
式

四五二
十
一
日

{
八
月
}

三

日

五

日

九

日

十
四
日

十
六
日

二
十
四
日

{
九
月
}

五

日

三
重
県
釈
迦
三
十
二
禅
剃
参

拝
団
様
十
二
名

静
岡
県
瑞
雲
寺
禅
会
様

十
五
名
団
参

新
潟
県
耕
泰
寺
様

+
八
名
団
参

愛
知
県
龍
門
寺
様

二
十
名
団
参

福
井
長
生
会
様

眼
蔵
会

大
阪
・
福
井
棚
経

白
山
拝
登
行

大
野
棚
経

鯖
江
・
武
生
棚
経

大
野
市
企
画
財
政
課
よ
り

五
名
様
参
拝

上
庄
中
学
校
様
五
十
名

坐
禅
体
験

ス
イ
ス
よ
り
一
名
様

参
禅

(四
泊
)

九

( 4 ) 

日

芳
野
市
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
様

四
十
名
団
参

人
権
学
習
会

二
十
五
日主

忽
山
内
予
定
行
持

{
十
月
}

十
一
日

1
十
二
日
開
山
忌
法
要

二
十
九
日
長
野
県
第
二
宗
務
所
第
二

教
区
よ
り
百
名
様
回
参

{
十
一
月
}

二
十
二
日

1
二
十
四
日

三
千
礼
拝
行

二
十
四
日
首
座
法
戦
式

{
十
二
月
}
歳
末
調
経

多ま芝

菜、1

2是1

今
の
な
か
に
過
去
と
未
来
が
す

べ
て
入
る
。

一
瞬
の
中
に
永
遠
が

入
る
。
道
元
禅
師
は
こ
れ
を
「
而

今
H
に
こ
ん
」
と

い
わ
れ
る
。
ク今

日、

今
時
を
大
切
に
生
き
た
い
も

の
で
あ
る
0
0

(

S

・
I
)
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